
目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　本年度つくばワールドフットサルの参加料増額に伴い、外国人参加者割合が減少(H29：29.3%→H30:17.5%)したため、
大会内容の充実を図ることで、外国人参加者の増加及び安定的な確保を図る。
　市国際交流協会の事業について、交流イベントや広報紙等で周知を行い、認知度を向上を図る。

　市民から国際交流協会事業の問合せが当室にあることが多
く、市国際交流協会の認知度は高くないことが伺えるため、
市民向けにより一層周知を行う必要がある。
　つくばワールドフットサルにおける外国人参加者の安定的
確保が必要である。

協会単独事業
・外国人住民が日本語を話したり、日本文化に触れることが
　できるイベントの開催
・医療通訳ボランティアのスキルアップ研修の実施

市その他関係団体との連携事業
・国籍を越えた市民交流を推進するためのイベント等の開催

　つくばワールドフットサル2018は８回目となり、毎年参加
する外国人も見受けられ、イベントの定着化が進んでいる。
　市国際交流協会事業の医療通訳ボランティア派遣事業は、
周知活動等により件数が約3倍に急増した昨年度の水準をお
およそ維持でき、外国人住民が安心して医療機関を受診でき
る環境を提供できた。

市国際交流協会ほか関係団体との連携事業
・国際交流フェアの実施
・つくばワールドフットサル2018の開催
・外国人のための相談室事業
・医療通訳ボランティア育成・派遣
・市国際交流協会会報（協会の事業内容について、市民向け
　に年度内２～３回不定期発行）を４、10月頃区会回覧し、
　市職員にもPRする。

・国際交流フェア開催　(ブース24団体、ステージ13団体）
・つくばワールドフットサル2018開催
　(参加者計321人、うち外国人数56人　外国人比率17.5%)
・外国人のための相談室事業
　（実績　英語19件、中国語14件、日本語９件、合計42件）
・医療通訳ボランティアの派遣　(77件）
・庁内職員向けに市国際交流協会会報を周知し、協会事業の
　PRを行った。

継続

多文化共生推進事業

補助金（直接）

01-030110-19 国際化の推進に要する経費

        15.0

         0.0

        17.0

         0.0

        26.0

         0.0

        17.0

         0.0

        16.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市グローバル化基本指針

　多様な国際交流や国際的な相互理解に基づく多文化共生を
推進する事業を行う一般財団法人つくば市国際交流協会（以
下「市国際交流協会」という。）を支援することにより、国
際意識の啓発と多文化共生社会の形成に資する。

市及び市国際交流協会が実施している多文化共生に関する事業数（市内国際交流活動のみ）

事業の実施数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        15.0

         0.0

        16.0

         0.0

        16.0

         0.0

        17.0

         0.0

        17.0

         0.0

        17.0

         0.0

        17.0

         0.0

任意的事務
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活動指標

Ⅲ 1 (6) 国際化の推進

市民部国際交流室

事業



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報償費（132千円）：講師謝礼　12,000円×１、
　　　　　　　　　　 多言語版ウェブサイト記事翻訳謝礼　120,000円×１
・需用費（297千円）：事務用消耗品　50,000円×１、チラシ印刷代　66,000円×１、
　　　　　　　　　　 外国語パンフレット印刷代　181,440円×１
・委託料（486千円）：ホームページ保守管理委託料　399,600円×１
　　　　　　　　　　 外国語パンフレットデータ作成委託料　86,400円×１
・負担金補助及び交付金（34,170千円）：
　　（一財）つくば市国際交流協会運営費補助金　34,000,000円×１
　　　国際交流事業負担金　150,000円×１
　　　茨城県日中友好協会負担金　10,000円×１
　　　つくば日中友好協会負担金　10,000円×１
・積立金（2千円）：国際交流基金積立金(利子分)　2,000円×１

      40,948       43,608

維持

5

4

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.80          1.12

       143.00        255.00

無 無

       6,047        8,537

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

      34,901       35,071       35,087            0

      34,901       35,071       35,087            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　web上での情報発信について、頻繁に使用する情報発信時のテンプレートを作成する。
　外国人受入環境整備交付金を活用した一元的相談窓口の設置に伴い、通訳アプリを導入することで、対応言語の拡大と
通訳の負担軽減を図る。

　情報発信や翻訳時間の短縮化、迅速かつ正確に情報を伝達
する方法を検討する必要がある。
　広報紙配布部数の減少に伴い、新規設置・配布場所の開拓
　年々増加する翻訳・通訳件数への対応

・来庁した外国人の通訳及び案内を行う。
・市が発行する文書や冊子等の翻訳を行う。
・市が携わる、国際交流事業に係る調整及び通訳・翻訳を行
　う。
・留学生交流員を委嘱し、８か国語の外国語広報紙を発行す
　る。
・青少年の国際感覚の醸成のため国際理解講座を実施する。

　通訳や翻訳で、円滑な市政運営に資することができた。
　多言語版ホームページと外国語広報紙の提供言語を拡大し
たことで、情報をより広範囲かつ正確に周知できた。
　昨年度に続き窓口職員対象の外国人対応研修を開催し
たことで、外国人へのより的確な対応につながった。

・来庁した外国人の通訳及び案内
・市が発信する文書や冊子等の翻訳
・多言語版ホ-ムペ-ジに韓国語を追加
・市が携わる国際交流事業に係る調整及び通訳・翻訳
・留学生交流員を委嘱し、8か国語の外国語広報紙を発行
・国際理解講座の実施

・来庁における通訳件数：英語696件/中国語80件
・翻訳依頼件数：英語72件/13件
・多言語版ホームページに韓国語を追加し、やさしい日本語
　を含めた４言語で随時運用
・留学生交流員を委嘱し、８か国語の外国語広報紙を11,834
　部発行（８言語の年間総合計）
・国際理解講座を13講座実施
・人事課人材育成係と共催で窓口職員を対象に外国人対応研
　修を開催

継続

国際交流員・留学生交流員事業

職員のみ

01-030110-19 国際化の推進に要する経費

       512.0

         0.0

       517.0

         0.0

       571.0

         0.0

       734.0

         0.0

       776.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市グローバル化基本指針

　外国人が生活する上で、言語や社会制度の違いから生じる
不便・不安を軽減するとともに、日本人市民の国際理解を深
め国際社会適応力の育成を図る。

通訳対応件数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       250.0

         0.0

       350.0

         0.0

       350.0

         0.0

       350.0

         0.0

       350.0

         0.0

       350.0

         0.0

       350.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 3 国際化の推進

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

Ⅲ 1 (6) 国際化の推進

市民部国際交流室

件



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・国際交流員報酬（3,840千円）：国際交流員報酬　月額160,000円×12月×２人
・謝礼（1,562千円）：留学生交流員謝礼（1,324千円）、通訳翻訳謝礼（238千円）
・費用弁償（395千円）：国際交流員通勤手当　810円×244日×2人
・需用費（253千円）：印刷製本費（249千円）、行事用食材費（4千円）
・役務費（76千円）：通信運搬費（10千円）、プロバイダ使用料（60千円）、通訳者派遣手数料（6千　円）

      13,108       13,117

維持

4

4

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.80          1.13

        22.00         75.00

有 有

       5,742        8,162

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       7,366        4,955        6,126            0

       7,366        4,955        6,126            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　補助対象経費や補助金額の算定について見直しを行う。
　国際バカロレア等の認定を受けた学校への今後の経済支援の在り方について検討する。
　国際バカロレア等の認定を受けた教育プログラムの円滑な運営に資する支援策の洗い出しを行う。

　つくば市補助金評価委員会の指摘事項について、補助金交
付要項の見直しを行う必要がある。
　経済支援の在り方について、検討を要するとともに、補助
金以外の支援についても多角的に検討をする必要がある。

・国際バカロレア又はこれに準ずる国際基準の認定を受けた
　学校の当該教育プログラムに係る経費に対し、補助金を支
　出する。

　補助金により学校運営の安定の一助となり、平成30年６月
に対象校のディプロマ課程について新たに国際基準の認定と
なった。
　対象校の生徒数も234人から264人に増加した。
　補助金以外の支援として、市施設の先行予約等の協力体制
を確立することができた。

・国際バカロレア又はこれに準ずる国際基準の認定を受けた
　学校の当該教育プログラムに係る経費に対し、補助金を交
　付する。
・上記の学校の体育施設の先行予約や減免の可能性を探ると
　共に、可能な場合は室内の内規を作成する。

・つくば市国際化教育補助金交付要項を制定
・補助対象校であるつくばインターナショナルスクール
　（TIS）に400万円の補助金を交付
・補助金以外の支援として、TISから学校体育事業の一環で
　豊里体育館の利用申請があり、その先行予約と利用料の減
　免措置を行った。
・H31年度つくば市国際化教育補助金の補助対象経費及び補
　助金額の算定について見直しを行った。

継続

国際化教育支援事業

補助金（間接）

01-030110-19 国際化の推進に要する経費

       129.0

         0.0

       153.0

         0.0

       160.0

         0.0

       234.0

         0.0

       264.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成24年度～

つくば市グローバル化基本指針

　国際基準の認定を受けている市内の各種学校（日本におい
て学校教育法に基づいて、「学校教育法の第1条に規定され
る学校」以外で、学校教育に類する教育を行うもので、所
定の要件を満たす教育施設のこと）を支援することで、市
の国際化教育の環境の充実を図るとともに、外国の優秀な
研究者の招致を容易にする。

補助対象学校の児童・生徒数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

       120.0

         0.0

       130.0

         0.0

       150.0

         0.0

       160.0

         0.0

       170.0

         0.0

       180.0

         0.0

       190.0

         0.0

任意的事務

Ⅰ 4 3 国際化の推進

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

Ⅲ 1 (6) 国際化の推進

市民部国際交流室

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・補助金（4,000千円）国際バカロレアプログラムに対する補助金

       4,711       11,942

維持

4

3

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.10          1.12

         0.00         15.00

無 無

         711        7,942

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       4,000        4,000        4,000            0

       4,000        4,000        4,000            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度



目標値

指標名

事業の概要

事業分類

事業の目的

指標名

実　績

根拠法令

事務事業マネジメントシート

事務事業名

改善目標（    年度にむけて)

要求区分

予算科目

概要

事業の基本情報

戦略プラン

総合戦略

個別計画

係名

担当部課

新規・継続

事業体制

市民参加

市長公約

評価

指標の推移

事業計画

課題成果

活動実績

目標値

実　績

指標の
概要

１

２

事業期間

（

（

）

）

　交流が途絶えている姉妹都市（ケンブリッジ市・ミルピタス市）との交流再開に向けて、キーパーソンを見つけ出すと
ともに、現地を訪問する。

　姉妹都市によっては交流が途絶えている都市（ケンブリッ
ジ市・アーバイン市）もあるため、交流再開の方向性を模索
する必要がある。

・教育・文化・経済面で交流する。
・訪問団の派遣、受入れを行う。
・相互の行政視察を行う。

　中国・仏国・韓国の姉妹都市、友好都市との交流を通じ、
相互理解が進み、友好関係を深めることができた。特に、今
年は日中平和友好条約締結から40周年であり、中国からの来
市が多く、市内の民間団体も含め、友好関係を深めることが
できた。

・中国深セン市との総体的な交流の継続（訪問団受入れ、中
　国ハイテクフェアへの出展）
・ 深セン大学への本市としての推薦者の決定
・韓国テジョン市との青少年交流
・ミルピタス市との高校生交互交流
・グルノーブル市との姉妹都市提携5周年事業
・アーバイン市・ケンブリッジ市の交流の窓口となる人物又
　は部署を探る。

・深セン市　６/１深セン市南山区長来市、11/12～11/15ハ
　イテクフェア視察、３/７深セン市李共産党書記来市
・グルノーブル市　４/12姉妹都市提携５周年記念レセプシ
　ョン参加、７/３～７/５グルノーブル市短編映画祭にてつ
　くッペグランプリ作品の上映及び監督が出席
　７/５～７/15若手アマチュア音楽家の祭典DIVERSITIESに
　４名の音楽家が参加
・ミルピタス市　両市高校生の美術作品を交換展示
・大田市　青少年交流に８名が参加（協会事業）

継続

姉妹・友好都市交流事業

一部委託

01-030110-19 国際化の推進に要する経費

        53.0

         0.0

        16.0

         0.0

        68.0

         0.0

        61.0

         0.0

        86.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市グローバル化基本指針

　教育や文化、経済交流など、姉妹・友好都市を含む海外都
市との交流を推進することで、つくば市の特性をいかした事
業展開を図る。

深セン大学への推薦者（2名）、大田市青少年交流（8名）、短編映画祭・DIVERSITIES参加者（5名）、美術
品交換交流事業（49名）、深センハイテクフェア（6名）、視察（深セン13名、グルノーブル3名）

姉妹都市・友好都市交流事業の参加者数

R01

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

平成30年度

        50.0

         0.0

        60.0

         0.0

        60.0

         0.0

        60.0

         0.0

        60.0

         0.0

        60.0

         0.0

        60.0

         0.0

任意的事務

■

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

市民部国際交流室

人



目標値

目標値

目標値

指標名

指標名

指標名

実　績

実　績

実　績

コストの推移

方向性

項目

人件費

国庫支出金

指標の
概要

３

４

（

（

（

）

）

）

概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・特別旅費（4,953千円）：
　深セン市視察（市長・副市長・随行３名）
　運賃530千円＋宿泊費197千円＋旅費雑費110千円
　米国３姉妹都市視察（市長・副市長・随行３名）
　運賃3,250千円＋宿泊費516千円＋旅費雑費350千円
・食糧費（1,307千円）：
　飲み物代19千円＋親善使節団賄648千円＋深セン市訪問団賄540千円＋
　姉妹都市等視察時賄100千円
・その他（952千円）：
　記念事業協力者謝礼209千円＋費用弁償108千円＋普通旅費84千円＋
　国際親善記念費249千円＋通信運搬費119千円＋海外渡航者保険料114千円＋
　バス運転業務委託料11千円＋駐車場使用料18千円＋施設入場料40千円

       6,964        9,589

拡充

4

3

2

2

十分に高く、今後も変わらずにあると見込まれる。

やや遅れたが、今年度の実施計画を達成した。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.80          1.13

        40.00         90.00

無 無

       5,787        8,199

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R01

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　友好都市：深セン市への他に、米国３市の姉妹都市視察にかかる特別旅費を確保するため。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       1,177        1,390        7,212            0

       1,177        1,390        7,212            0

平成29年度 平成30年度 令和 1年度 令和 2年度


